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論
の

「

摘
値

」

は
之
を
疑
ふ
も

の
で

な
け
れ
ば
間
題
：に
は
し
な
い

0

デ
ィ
ツ
土
ル
は
無
論
賈
値

-% 

の
必
要
を
否
宠
す
る

.も
の
で
あ
る
？

 

：

::
:
«
値

論

の

必

要

否

定

考

の

有

力

な

る

も

の

に

は

、

g

に力ツセ，がある

O

カ
ッ
セ
ル

は
夙

' 

く
か
ら
顧
値
論
の
不
要
を
說
：&
、經
濟
學
を
直
ち
に

®

格
論
を
，以
て
始
む
，べ
し
と
主
張
し
て

 ̂

つ
た
。
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笫1
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十

卷

(

ニ
七
©

:「

僦
値
論
の
偾
値
レ

 

S

S

 

二 

か

て
.

居

.る
,0

'
ぐ
 

'

'「
『

價

値』

は

稍

々

渡

然
：：

た
.

る
槪
念
：で
ぁ
る

°

經
濟
寧
に

.

_

な
る
意

_

を
附
與
し
ょ
う

i

k

み
.：て
、例
へ
，ば

f

使
用
上
の
债
_
値』

及
び
.

『

交
換
上
'
'の
價
値』

の
如
き
、様
. 

々
な
，る
價
値

0

種
.
類
^

定
義
せ
ら
れ
來
っ
た
，

然
し
乍
ら
、是
：等
諸

'定
義
：は
、j

般
に
嚴
密
i

的
：
 

確
ど
の
缺
如
に
惱
み
、此
語
に

.
附
せ
ら
る
ベ
き
：

*

義
に
就
い
て
は
；、多
ぐ
の
瞹
眯
が
殘
つ
て

a

る
6 

其
：結

娘

、今

迄

に

、顧
.
値
の
.
本
'
質
ミ
之
を

.：支
配
す
る
掠
因
ミ
に

.
關
す
' 

る
無
：用

0:
|1
.
論

ミ
論
#

 

i

に 

多
'
失
の
勞
作
が

«

念
れ
れ
。
こ
れ
は

.
さ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
ぁ
る
。

『

價
値

』

が
«
 

格
以
外
の
何
物
か
を
意
味
す
る

®

合
に
は

>
そ
れ
：
は
：：常

に

心

：理
：：的

過

；程
：に

»

係
し
感
情
又

.は
意
；
 

m

の
强
さ
に
關
係
す
る
。
然
る
に
是
等
の
諸
力
は
，成
程
極
め
て
現

»

の
も
の
で
は
ぁ
：る
が
、客 

舰
的
に
测
定
せ
ら
れ
ぬ
も
の
で
ぁ
之
從
つ
て

«

値
の

_

念
は
、量
を
取
辑
ふ

一

科
學
の
*
礎
た 

る
べ
き
橛
念
に
必
要
觖
く
べ

か
i

ざ
る

、

數
學
的
明
確
に
は
遂
：に
到
達
：せ

ぬ

で

• *

ら
う

o

.

誠
：に 

『

«

値』

な
る
語
の
漢
然
た
る
こ

i

が
、人

を

し

て

、
經

「

濟

理

：論.
の

.
i

般)

的
：諸
：間
：題
に-關

し

•
最

も

不
 

用
&

に

_一
一
一"

說
せ
し

め

た

で
言
つ

て
好
か

ら

5

0

而
し
て
斯
ぐ
し
て
華
き
越
こ
さ
れ
た
泥
同
の 

爲
め
.
.此
.̂.
19
.
.は
.
.多へ大

_の
，
，植

失

を
.
紫
^

た

：
の

で

ふ

の

る

.;0

.

此
■弊
.
害

：
に_對
■す
■
上

：
屣

も■限
■本

；
^

に

し

て，
.
.

*

效
..
な
る
救
濟
手
段
は

.

勿
論

ff
l

値
9

論
全
體
を
放
棄
す
る

.

.
こ

，じ
で
あ

，
&

;

フ
。

幸
に
し
て
，此
事 

は
充
分
可
能
で
あ
る
、

實
際
呑

.

々
，が
經
濟
學
、の
研
究
を

#

別
の
憚

«

論
を
以
て
始
め
な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
理
由
は
、全
ぐ
な

‘

い
の
で
あ
る
？

吾
々
は
、太
な
る
利
益
を
：；以
：て
、直

ち

に

檟

格

V
J、

之
を 

支
配
す
る
諸
原
因
と
の
說
明
を
以
て
發
足
す

る

こ

i

が
出
來
る
。
蓋
し
横
袼
が
何
を
意
味
す 

る
や
に

1

し
て
は
全
ぐ
何
等
の

«

,

昧
が

^ -

い
か
ら
で

* .

る。
そ
れ

«

何
人
に
も
熟

.

知
せ
ら
れ

' 

て
居
る

0

加
之
、揮
格
は
，そ
れ
自
體
に
於
て
、經
濟
學
の

' 

如
き
數
鋒
的
科
，學
が
必
要
さ
す
る
が
如 

純
數
學
的
槪
念
で
あ
る

> 

『

便

値』

：は

，學

竟

『

假

設
.

的
；な
る

，j

價

格

下

 

に
於
て

.

協
定
せ
ら
る

V

き

j

價
格
に
外
な
ら
ざ
る
こ

V」

も
亦
‘た
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

例
へ
ば
、商
人
が
其
在
荷
‘を

r

價
値
以
下

』

：に
賣
却
：す
べ
し

.

ビ
廣
隹
す
る
場
合
、彼
：れ
は
是
に
中
て
、市 

場
：の正
常
條
件
に
於

〈

て
收
得
す

バ
か
り
し
價
格
以

^

仁
賣
却
ず
る

_

ご
★

を
：：

吿

げ

ん

ミ

欲

。
す

る

： 

の
で
あ

.

る
'0

又
理
論
經
濟
學
者
の
所
謂
使
用

'

上
0

價
値

』

.
は
、
I

莽
し
时

：

等
か
の
明
確
な

.

る
®

 

義
を
有
す
る
揚
合
に
は

_
_

一
 

個
人
が
一
貨
物
に
對
し
，て
、そ
れ
以
下
に
：て
得
ら
れ
ぬ
：揚
合
に 

提
供
す
べ
き
最
高

ff
l

格
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る

o

m

み
に

®

'濟
學
上
に

M

け
る
有
_

ゆ
る
賈
：
 

.

値
.槪
念
を
取
つ
，て
，之
を
吟
味
す
れ
ば
、吾
々
は
必
：ず
、そ
れ
が
敗
事
情
の
下
に
於
て
到
逮
せ

&

る 

.
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a

ベ
き
價
，格
よ
シ
以
土
の

.
何
物

' を
も
意

/味

せ

ぬ

こ

ミ

を

，見

出.す
で
あ

.
6
ぅ
o

然
し

JIL

ら
、是
，.等
，
D 

W

情
が
充
分
嚴
密
に
定
義
せ

.
ら
.る
、
こ
ど
は
稀
れ
で
あ
る
か
ら
、此
語
の
、意
義
.に
就
い
て
爾
か 

く
多
く
の
嵘
昧
が
存
す
る
こ
ど
は
不
思
議
で
な
い
。

;.
以
上
述
べ
來
れ
る
所
に
：由
て
、一.般
價
格 

理
.論
に
包
含
せ
ら
れ
ぬ
合
理
的

®

値
論
ど

S

ふ
.も
の
解
あ
レ
得
べ
か
ら
ざ
る
こ

i

が
結
論
せ 

ら
-
れ
る

.

.wl
'L
T

-»
»句
.も
a

r
fl
の
範
圍
內
に

"
於
て

.は
、
^

め
價
値
を
硏

.究
す
る
こ
士
に

ri
j

て
、横 

格
の
.
說
明
に
限
ら
れ
た

«

究
：に
よ
る
よ

.キ
も

M

に
好
ぐ
說

.明
せ
ら
る
、
間
題

 

>」

_
い
ふ
.
も
.
の
よ
、
 

あ
り
得

«

い
の
で
あ
る

0」
(
P
P
.

OV9
-
7
0
)

语

一

意a

を
力
ッ
セ
ル
は
其
の
近
刊
の

T
h
e
o
r
e
t
i
s
c
h
e

 

N
a
t
i
o
n
a
l
6
k

 o
n
o

乱e

に
カ
飞
す
る

。

‘ 

B

し 

て
デ

ィ

ッ
エ
ダ
は
、

力
ッ
セ
ル

，、レ
全
然
同
韋
見
な
る
こ

>
j

を
言

明
す
る
の
で
あ

る
?
一
 

0

.こ
。
 

殊
に
义
力
て
ト
ォ

V」

マ
ル
タ
ス

V」

を
取
つ
て、デ
ィ
ッ
エ
ル
は
、彼
等
の
價
格
論

.分
配
論
の

.爲
め

- 

に
彼
等
の
價
値
論
は
，何
等
の
用
を
爲

し
.

て
居
ら
ぬ
こ

ビ

を
af
t

い
て
居
る

”

ソ
ヵ
ル
ド
ォ
、こ

-1 

o

て
は
例

へ
は
此
の

「

經
濟
，學
の
主
要

間

題
の
解
決

」

、分
配
理
論
}
の
：爲
に
は
•假
ぅ
に
憤
値
の
章
が 

缺

W

て
も

丨
成
は
1限
界
效
用
的

』

に
說
か

れ
て
も
、失
は
れ
：
る
も
の
は
何
.も

な
い
。

分
配
論
'は 

依
然

.同
樑
に
，よ
く
理
解
せ
ら
れ

.、同
樣
に
よ

-ぐ
立

®

せ
ら
れ
る
。

其

.內

容

は

r

イ

m
_タ

も
變
せ

S
L
:
X
S
,

 

3
、「

檟
格
，形
成
.
の

极

、本

：法.則
た
：
る
：最_高

邊

掛

株

則

はvff
l

値
を
'
離
：.れ

；
た

言

ユ

？

)

も
の

〉

で
あ 

.
名」

(

S

4

 

t

 

A

ク
ス
に
就
い
て
は
、例
へ
ぱ

「

價
値
論
は
成

_

原
論

」

に
.
於
け

'る
k

同
じ
く

「

賢
本
論

」 

fe

戸

.
5
:

に
•立
.つ
て
は
居
る
，
併
し
凡
て
の
續
い
て
來

.
る
も
の

.に
幽
す
る
鍵
は
•此
處
で
も
彼
處 

に
於
け

J

同
様
之
を
提
供
し
て
は
居
，らぬ
。
成
程
分
配
論

(

餘
.
剩
價
値
形
成
論

)
は
價
値
輪 

じ
次

.い

.で
來

.る
に
.は
來

‘る
o 

.併
し
彼
は

.
此
か

&

生
す
る
，の
で
は
な

k

(

s
. 1

2
)。

筆
溶
自
身
は
力 

ッ
セ
.
.
\に
向
意
す
.名
所
；が
.多
く
、.平
生
經
濟
學
上
價

■格
論
以
外
別
に
價
値

.
論
'の
領
域
た
る
べ
き 

も
0

が
架
し

1

し
存
ず

.る
や
否
や
を
，大
に
疑

.つ

P

ゐ
：
る
も.
の
で
あ

,̂

。
併
し
此
の
一

般

輪
は
今 

試
み
ぬ
が
、先
年
來
少

a

ぐ
注
意
し
で
居
る
マ
ル
ク
ス
の
價
値
論

^

就
い
で
は
：ナ
ィ
ツ
エ
て
、

」 

共
：に、
v

y
れ
が
彼
れ
一
の
分
配
論
及
び

«

格
論
{
價
格

_

に
は
デ
ィ
ツ
エ
ル

.

は
言
及
し
て
居
ら
ぬ

)

の
 

爲
-め
に
は
役
に
立

0

て
居
、ち
ぬ
こ

ぐ
し
を
言
明
.し
得

^

i

の
.で

あ
、
る。

商
品
の
價
値
は
商
品
の 

倒
格
を
決
定
せ

$

商
品
顧
値
が
商
品
價
，格
士
無
關
係
だ

i

は:

謂
は
.

8

勞
働
カ
の
•
«
値
は
勞
働 

者
の
所

%

を
良
进
.せ
.ぬ
。
價
格
を
決
定
し

•
賃
銀
を
決
定
す
る
も

0

は
、マ
ル
ク
ス

S

身
に
從
つ 

て
も
、結
周
瀹
要
供

.給
で
_
*
:
:る
,

讀
耍
供
給

.法
則
を
俟
，た
な
け
れ
ば

f

質
..銀

の

說

明

は

付

が
 

ぬ
。

而
し
て
需
要
供

給
.

法
則
が
あ
れ
ば
、

«

値
■
 
U

不
用
な

0

.
で
，ある
。

s

i

 

.

§

室

)
「

值
値
論
.
の
«
値し
 

第
三
跋
 

五



策
.二十
^
. 

c
u

七：四

)

.

「

樹
«

論
®

儇値
.：

m

三號 

六
 

. 

11.1、
：

’

マ
ル
‘
ク
ス
'
の
價
値
福

‘
が
勞
修
者

0

所
得
を
決
足
す
る
も
の
で
な
い
：こ

'さ
は

、
^
 

H

ル
の 

力
’
說
す
る
所
で

-
、自
分
も

.同
感
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は

.
謂
は
ぐ
、

「

勞
働
力
な
る
商
品
の
價
値
は
、他 

の
：各
商
品
の
そ
れ

i

同
様
、…

•

此
の
特
殊
な
る
：物へ品

「

の
再
生
海
に
必
要
な
る
勞
働
時

[1
1
]
.に
'
W
 

て
.
.定
め
ら
れ

.

.る
'-
0

即
ち
此
摘
値
は
、畢
竟

「

個
人
を
勞

'
働

す

-6
.個
體
、、

J

し
て
其
の
普
通
狀
_
に
維 

持」

し
、此
に
子
女
の
養

.育
'
を
.
可
能
な
ら
し

.

.め
て
，、以

て

；
此

の

「

特

有

な

る

商-
品
9?

冇
漭
の
種
屬
：を
商 

品
.
市
場
に
永
久
な
ら
し
め
ん

」

が
爲
め
必

.
要
な
る

「

生
活
資
料
锁
の
：個
値

」

に
歸
漭
す
る
ど
。
，
し 

勞
働
：力
の
檟
値
が
斯

Q

如
き
も
の
.

で
あ
る
ヾ」

い
ふ
こ

V」

‘
は
、勞
働
者
が
收
得
す
る
.賃
銀
額
が
此 

V
J
1

致
す
も

.
こ
.
i

を
"
保
證
す

.
る
も
の
で
は
な
い
。

.
賃
攀

■

が
何
故
右

-
の：「

生
.活
資
：料
额
の
價
値

J 

以

上

に

上

久

或

，は

其

.以

下

に

降

る

こ

 

>、」

が
な
い
か
は
說
明
せ
ら
れ

X

は
ゐ
な
い
の
で
あ
る

0 

マ
ル
ク
ス
が
其
價
値
論
の
飴
勿
：に，用
ゐ
た
、相
交
換
せ

'
、b

る
る
一
一
商
品
に
は
等
額
の
價
値
、即
ち 

等
量
の
勞
働
が

f

れ
て
な
は
れ
ば

■
な

、ら

ね

ビ

い

ふ.
蒸
溜
的
推
究
法
を
此
に
遒
用
す
れ
ば
、勞 

働
力
，

V
J

そ
れ
に
通
常
支
拂
は

れ

る
賃
銀
額
系
に
は
、等
額

0

顧
.

«

が
4

M

S

:れ
T

な
，け
れ
ば
な

ら 

ぬ
替
で
あ
る

^

T
ll
b

論
法
：は
眞

.
面
目
に

.

.

は
.：

採
用
：も
；雛

.き
も
の
で
、费
し
之
を
逾
用

■す
れ
ば
、結
：腐

プ

商
品

0

-X

擎

に

も

X
-
X
，

ft

に
I

等
額

0'

價
値
*
即
ち
■
擎
量
の
；勞

»

が
#

^;
れ
て
居
る
士
い
ふ 

奇
怪
な
結

論

に
到
達
し
な
け
れ
ば

:̂

ら
仏
こ
ふ
ば
、

»

に
苒

H

m

じ
た
所
で
あ
る

(

拙
著

「

價
値
論 

ど
社

#

.
主
義
ヒ

一
1

三
„

1'
參
§'

さ
ぅ
す
る
く
勞
働
者
が
勞
働
力
の
•摘
値
に
等
し
き
賃

維

を
收
得
す
る
マ

」

は
、如

何

に
し
て
言 

ふ
こ
ミ
が
出
來
る
か
。

タ
カ

ル
ド

オノ
フ

ツ
サ
ア
ル
は
、人
ロ

原
則
を
借
&
來
つ
て
之
を
說
明
し 

た
> 

賃
銀
が

勞
働

力
の

檟
値
料
上

に
騰
貴
す
れ
ば
、入

m
、即
ち
勞
働
者
の
供
給
が
增
加
し
て

W 

び
質
鈒
が
引
下
げ
ら
れ
、反
對
の
事
が
あ
れ
ば
反
對
の
結
果
が
あ
る
ど
い
つ
た
の
で
あ
る
。

マ
 

ル

ク
ス
自
身

の

著
作

中
に
も

*

同

機
の
.發
言
は
發
見
せ
ら
れ

る
。

初
期

0
作
物
は

殊
に
さ

ぅ
だ 

が
、資
本
論

V
J

で
も
、其
中
に
人
を
し
て

「

賃
銀

鐡

則」

を
：說
く
も
の

で
あ
る
か
の
如
■く
解
せ
し
め
る 

章
句
は
，決
し
て
な
い
事
，は
な
い

0.
:
で
あ
る
。
併
し
資
本
論
時
代
に
は
、マ

^
ク
.
ス
の
意
見
は

S

 

に
锊
銀

' 鐵
則
反

*

に
' 決
し
て
ゐ
た

0

タ
カ
ル
ド
オ
賃
銀
法
則
は
、明
ぼ
資
本
^
の
中
で
排
棄
せ 

ら
れ

.て
ゐ
る

9

其
後
に
：至
つ

%

M

に：ラ
ッ

t

ア
ル
：の
賃
銀
法

»1
に
.攻

等

的

..批

評

を

加

へ

だ

こ
 

-S
は
、®

に

1

般
に
知
ら
れ
て

4

る

こ

？

で

あ

る

：：。.

(

拙

著「

經

濟

學

說v

社

會
M

想」

第
三 

組

,

の
、
經

濟

理

論

的

批

ぎ

第.

1

章

參

看)

f
.

缚
ニ
十
卷

2

% .

五
.

)
「

«

値輪

0 ,
慎値し
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、
ぃ
然
ら
ば

、
マ
：ぐ
，
ス
自
身
'の
賃
銀
法
則
は
如
何
な
る
も
の
か

ゴ

い
へ
ば
、そ
れ
は
資
本
論
中
資 

本

的
■
職

ぶ
論
，ず
る

第

-
卷
第

.

ニ
十
三
、章
に

說
か

れ
て
居
ふ

'

 

丽
し
て
是
に

由

て
觀
れ
ズ
貨 

0
は
畢

竟
勞
働
力
に
對
す

る
需
，
要

，じ
其
供

給
S

に
臥
て
決
せ

*
ら
-
れ
る
マ

」

い
.

ふ

に
歸
着
す

る
0 

勞
働
力
に
對
す
る
需
要
は
、資
本
中
の
可
變
部
分
寶
銀

f
し
て
支
出
せ
ら

る
，
ゝ
部

t

が
之
を

 ̂

，め
勞
働
カ
の
供
給
は
、勞
働
人
ロ
に
曲
て
決
せ
ら
れ
る
若
し
資
本
の
蓄
積
、

從
つ
て

可

輯

資
本 

の
樹
大
が
人
ロ
增
殖
ょ

&

も
速
か
に
杇
は
れ
、
ば
、賃
銀
は
騰
貴
し
、反
對
に
人
，ロ
增
殖
の
方
メ 

ょ
6

速
力
な
ら
は
賃
銀
は
丁
落
す
る
の
で

あ

る
。
勿
論

マ
.ル
ク
ス

ネ
、
»

0

の
騰
t:
に
ネ
狠

$
 

が
あ
；つ
て
、其
點
に
達
す
る
ミ
、今
度
は
下
落
の
反
動

ダ

起
る

i

を
認
め

T
居
る
。
併
し
此
の
反 

動

f

ブ
ノ
ー
ォ
の
參
合

!:
於
け
る
が
如
く
人
口
原
則
の
爲
め
に
起
ら
な
い
で
、賃
銀
騰
貴
に 

超
因
す
る
資
本
蓄
職
の
減
速

'の
爲
め
に
起
る
の
で
あ
る
。
賃
銀
が
臌
貴
す
れ
ば
、％

 
»
は
成
少 

す
る
。
利
潤
が

.或」

程
度
ま
で
減
少
す

る

マ

」

、刺
戟

が

M

つ
て
、
*

本
蓄

»

が
遲
綏
士
な
り
、ヌ
は
減 

退
す
る
、

o
.
.勞
働
翁
に
對
す
る
需
要
が
減
退
す
る
。
賃
銀
が
；冉
び
下
降
す
る
ミ
い
ふ
の
で
あ
る
。
 

#*

し
此
の
利
潤
の

「

成
程
皮
ま
で

」

の
減
小
ノ
が
、如
何
な
る
程
度
ま
で
の
減
少
で
あ
る
か
は
、明
脫

TV 

な
t

o

た
た
：其

.
の「

或

，
程

；
度

が

、
勞

働

力

：
の

摩

 

の
生
蔽
资
に
曲

T

定
め
ら
れ
る
：も

1

!
I

!
I

1
I
I

1

I
\
I

の
'で
な
い
、こ

V」

丈
け
は
、明
瞭
，で
あ
る
。
質
鈒
が
勞
働
者
生

■活

费

以

：

上
：，

に
：騰
'
貴

し
で
も
、そ
れ
.は 

直

ち

に〔

，溶

攒

を
g

:
ih

し
、
又
は
’
減

退

せ
し
む
，る

.
も；の
.で
は
な
い
。
或
程
：摩
以
上
に
賃
緝
が
騰
貴 

す

る

匕、反
動
が
來
て

#

働

«

に
對
す
る
需
要
は
減
退
し
，賃
銀
は

W

び「

資
本
の
利
殖
慾
に
適
應 

す
る
水
準
^
で
下
落
す
る

^j

い
ふ
が
、此
の

「

水
«」

は
必
し
も
生
活
.必
要
费
額
た
な
こ

i

は
耍
せ 

ぬ
'の
で
あ
る

"

’ 

.：

以

±-
は
、資
本
中
の
：可
變
部
分
對
不
變
部
分
の
.比
例
が
麵
化
せ
ぬ
も
の
こ
し
て
の
話
で
あ
る 

が
、マ
ル
ク
ス

‘
は、生
産
力
增
進
に
件
ひ
、可
變
資
本
對
不
變
部
分
：の
比
例
は
蓄
積
の
進
行

w

共
に

4

變
化
し
、可
戀
部
分
が
相
對
的
に
.減
少
す
る
こ

i

を
說
い
，

T
居

る
。

そ
こ
で
、
略
苕
す
れ
ば
、機
械 

撒
用
の
爲
め
に
勞
働
者
が
不
要

ビ

な

つ

て

、失

職

：者
：
が

造6

出
さ
れ

.るm

業
豫
備
軍
が
造
&
出 

さ〗

れ

る
？

即
ち
勞
働
カ
需
要

供
給
の

11

係
は
甚
だ

勞
«

考
の
.爲
め

不
利
な
る
變
化
を
蒙

ro

て
 

賃
銀
は
下
落
す
る
の
で
あ
气
併
し
賃
銀
は
下
落
じ
て
も
、必
し
も
そ

P

勞
働
力
の
價
値
以 

下
ic
T

降
し
.だ

%

合
に
直

i

に
反
動
が
起
る
と
ぃ
ふ
評
で
は
な
い
。
莽
し
資
本
的
蓄
賴
の
法 

則
の
爲
め

K
勞
働
者
階
級
の
陷
る
運
命
は

r

貧
窮

•勞
働
苦
、

_
:屬
—

獸
化
、摩
落

」

だ

i

い
ふ
マ
ル 

ク
ス：の
言
が
、一
場

0

形
容
的
誇
張
で
な
い
も
の
ヾ

」

す
れ

ば
、賃
銀
.は
益
々
時
の

勞
働
カ
價
値
以

‘
笫
ニ 
$

 

(

ニ̂

®

「

值
値
論
の
*
値し 
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•下
に
下
落
し
行
く
も
の

'
/」

1»

は
«

け
れ
ぱ
な
ら
ぬ

"

.

'

S

: 

• 

' 

'

: 

舉
す

.

る
に
、何
れ
に
し
て
冬
、賃
銀
胁
勞
働
カ
の
檟
値
に
一
致
す
る

S

い
A

こ
ミ
、或
は
勞
®
力

の
價
値
を
中
心
さ
し
て
振
子
運
動
を
す
る

S

い
ふ
こ

i

は
、說
明
せ

&

れ

T
居
ら
ぬ
ヾ
賃
銀
は 

勞
徽
カ
ー

^

要̂
供
給
の

S
係
如
何
に
曲
て
定
ま
る
も
の
で
ぁ
る
が
、斯
ぐ
し
て
定
ま
る
賃
銀

«|
2:
-、
 

生
游
必
耍
费

.額
/
/

」

0
間
に
は
、必
然

.的
の
關
係
ば
な
い
。
賃
銀
が
生
活
费
以
上
に
昇
つ
て
も
へ

 ̂

:
:ぺ
は
生
活
费
以
下
に
降
つ
て
も

)

直
ち
に
之
を
舊
に
復
せ
し
む
る
反
動
は
、起
ら
な
い
の
で
め
る

P 

思
ふ
に
、商
品
得
格
が
其
生
產
費
の
周
圍
を
旋
廻
す
る
々
同
欉
に
、賃
銀
も
亦
た
勞
働
^
の
再
生 

產
费
、即
ち
勞
働
者
坐
活
费
を

.中
心

V」

し
て
動
搖

"す
る

^j

言

a
得
ん
が
爲
め
に
次
、吉

S

リ
ヵ
レ

• 

ド
ォ
等
の
如
く
、人

n

の
.生
產
{人
.ロ
僧
殖

)

も
亦
た
商
品
生
產
ど

N

じ
く
、偎
.格

に

由

て

ぶ

配

さi 

る
士
い
ふ
ょ
り
外
に
途
は
な
か
ら
ぅ
。
然
る
に
マ

/y

ク
ス
は
、其
の
人
口
法
則
を
茲
に
援
用
す 

る
こ

」
/
J

を
肯
ん
じ
な
，

.い

,0

で
ぁ
る
か
ら
、勞
働
者
生
活

#

ミ
賃
銀
ど
の
間
の
必
然
的
一
致
を

■

1
明
し
得

な

ぃ

こ

ふ

も
、亦
た
已
み
雛
き
所
で
ぁ

る
。
元
來
價
値
論
價
格
論
上
に

#

用

說

を

：
成
り 

I

I

.
 

立
た

.せ
る
爲
め
に
ノ
は
、霞

要

を

與

へ

ら.れ
た
る
も
の
ミ
し
て

、
#
 

S
.
注
，意
を
供
給
の
«
袼
じ
及
ほ

層
g
.
g
.
u
s
^
i

i

l

_

l

r

_

I

L

,

.

.

.

I

卜
f

_

E
一-一
一

 

一
 

„

.

.

.

.■
i 

-
• 

.

.-
•

.

、

.-

I ;

す

影

猶

に
't

中

す

る
か
，或

は
.
1

要

は

縱
.
令

如

何

に

‘
變

，動
し
，
て
も
，供

_
給
；か
ま
ち
に
之
.に
追
随
す 

る
こ
ぶ
を

言

は
な
ぐ
て
は
な
ら
ぬ
。

リ
力

k

ド
ォ

は
マ
ル
サ
ス
又
は
セ
エ
に
對
し
て
自
動
を
辯
識
す
る
に
當
つ
て

.は
、頻
り
に
此 

の
點
を
カ
說
し
た
。
即
ち
セ
エ
が
、一
貨
物

0-
!
檟
値
は
其
效
用
に
比
例
す
ミ
い
ふ
を
駁
し
て
は
、
 

「

若
し
も
獨

&
.購
買
者
の
み
が
諸
貨
物
を
決
定

.す
る
も
の
な
ら
ぼ
、誠
に
其
通
ぅ
で
あ
ら
ぅ

」
。「
然 

し
予

0.
目
に
映
中
る
事

®

に
ょ

'れ
ば
、
»

質
者
は

«

格
の
決

.定
に
關
與
ず
る
こ
.ミ
が
最
も
少
な 

き
も

の
.で
あ
，る
。
そ
れ
は
凡
て
賣
手
の
競
稱
に
依
て
行

.は
れ
、縱
令

㈨
何
に
質
手
が
鐡
に
對
し 

て
金
に
對
す
る
ょ
り
も
多
ぐ
を
支
挪
は
ん
ど
欲
す
る
こ

^

が
あ
つ
て
も
、供
給
は
生
産
費
に
由 

て
左
治

.ぜ
ら
れ
な

.か
ら

.さ
ラ

す
る

,〕

i

が
，
出

來

ね

。
：
：‘，」

ざ
い
ひ
、又
價
値
は
需
要
供
給
之
を 

決
す
る

i

い
ふ
マ
ル
サ

ス

に
對
し
て
、

「

偵
値
を
左
右
す
，る：

も
の
は
、供
給
で

あ
A
、供
給
其
自
身
は 

比
較
的
生
產

.费
に
由

.て
支

S3
.、さ

.れ
る

」

。「

予
は
需
要
の

i
穀
物
又
は
他
の
一
切
諧
物
の
價
格
に
對 

す
る
影
響
を
爭
ふ
も
の
で
は
：な
い
。
乍
併
供
給
は
、踵
に
接
し
て
之
に

.隨
ひ
，忽
ち
偕
袼
支
配
の

權
を
其
手
中
に
收
め
る

-
-」

ビ
言
つ
た
の

.
で
あ
る

(Letters 

of 

E
i
s
r
d
o

 

to 

M
a
l
t
h
u
s
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而
し

-
T

リ
ヵ
，
ド
ォ
の
賃
銀
說
は
，此
見
方
を
勞
働
に
適
用
し
た
轉
果
に
外
な
ら
ぬ
。
今
マ 

^

ク：%

も、其
徵
鑛
論
に
於
て
リ

‘
方
ル
ド
ォ

‘ミ
同
じ

:̂

場
に
：立
つ
.
で
、諸
商
品
の

：

正
常
^
或
は
自 

然
的
、敗

^

靜
的

)

交
換
比
率
が
供
給
の
侧
か

6

支
配
さ
れ
る
こ
ミ
を

.
說
ぐ
も
の
で
あ
か
の
に
、賃 

.

.銀
に

®'

っ
七
摄

_

會
に
於
け
る

#

銀
の
決
定
が
：舆
ら

.資
本
の
.
責
11
:

に
歸
す
べ
.
き
も
^

な
、る
； 

e

を
謂
は
：

ぅ

ヾ

」

し
て
、賃
鈒
を
決
す
る
も

-
の
A >

重
：に
需
要
な
る
こ
ミ
、相
'對
的
過
剩
人
ロ
を
造

K

y
 

出
す
も
の
は
資
本
典
自
身
な

.

る
> j

ビ
を
' 

力
說
し
た

0.

こ
れ
で

0

0

0

則
：は
*

0

を
說
明

し
得 

も
の

ぐ'
さ
れ
て
し
圭
.つ
た
の
で
あ

.̂
?

マ
.ル，ク
ス
の

^

*

論
は
摘

«

論
の

I 

o
民
I

な
る 

も
の
、
如
く

.
見
え
る
。
併
し

/

力.
,
ド
ォ
に
於
け
る
如
，ぐ
マ
ル
ク
ス
に
於
て
も
、亦
た

^

兒
が
：
 

人
を
欺
く
の
で

.
あ
る

9

.、…

' 

兩

着

の

間

に

，
は-何
等
の
論
：理
的

1

絡
が
な
い

(
D
i
e
t
z
e
l
'13)

。

,
’
•

.

•' 

.

四

.

價
値
法
則
が
質
銀
額
を
決
定
し
得
ぬ
ヾ

」

い
ふ
こ
ふ
は
、

«

.
値
»

如
ば

.
梦
«
搾
取
率
を
決
庳
し 

得
ぬ
ベ

」

い
ふ
こ

i

に
外
な
ら
ぬ

)

マ
ル
ク
：
ス

に

從

へ

ば

，勞
»

者
階
毅
全
員
の
勞
働
に
依
，て
新 

に
造

&

出
さ
れ
た
傯
値
總
额
か
ら
勞
働
著
階
級
の
收
得
す
る
賃
銀
：總

«

を
：控

除

し

た

：
賤

額

が

、 

資
本
家
芨
び
地
主

)

階
級
.
に
歸
す

.V

き
餘
刹
價
値

‘總
糾
を
成
す
窖
で
.あ
る
か
ら
豸
値
法
則
が
勞

慟
搾
取
率
を
決
定
せ
ず
，從
つ
て
賃
銀
濰
額
を
決
定
せ
ぬ

W

い
ふ
こ

V
Vに
な
れ
ば
、縱
し
，假
り
に
、
 

«■
値
總
额
は
檟
値
法
則
に
依
て
決
定

さ

れ
る
も
の
ミ
し
て
も
，

®

ほ
餘
剩

«

«
總
额
は
.横値
法 

則
の
定
め
得
ぬ

•所
だ

V
J

謂
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

デ；レ
こ
ろ
が
、マ
 

> 
ク
ス
に
ょ
れ
ば
，全
勞
働
者 

階
級
か
ら
搾
取
せ
ら
れ
た
餘
剩
檟
値
總
額
が

.
*

本
額
に
比
例
し
て
各
輝
業
部
門
に
分
配
せ

、
b 

れ
、そ

れ

が

典

產

業

：の

生

：產

物
JE
常
價
格
：生
產
價
格

)

のr
l

拂
成
要
素
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
，
 

茲
で
商
品
の
正
常
價
格
は
價
値
法
則
に
據
ら
ざ
る

.！
因
子
を
含
む
こ
ミ
に
な
、る
。
檟
格
論
價 

値
論
の
關
係
に
就
。い
て
マ

A
;

ク
ス
及
び
マ
ル
ク
シ
ス
ト
の
い
ふ
所

S
相
容
れ
な
い
の
で
あ
る
.。
 

彼
等
に

.從
へ
ば
、個
々
商
品
の
市
場
價
格
旋
廻
中
心
た
る
生
產
價
格
は
、、成
程
其
價
俾

i

一
 

致
す 

る
も
の
で
は
な
い

♦か、併
し
生
產
價
格
其
者

4

1
商
品
の
費
用
價
：格

(

企
業

.家
の
出
費

)w

平
均
利 

«

く
レ
の
合
成
す
る
所
で
ぁ

'
而
し
て
耶
均
利
潤
は
、餘
剩

«
俥
總
額
さ
資
本

0

额

と

の

比

.
'
率

に
 

由
.て
定

/ま
る
も
の
で
あ
る
か
ら
，中
間
の

®

階
を
必
要

」

/

」

は
す
る
も
の
、
、®
格
は
結
局
揮
値
に 

山

T
決
せ
ら
れ
る

の

だ

プ

j

レ
謂
ふ
の
で
あ
る
。
併
し
飯
に
商
品
费
用

.價
格

^

|

劍
分
を
な
す

« 

銀
は
、爾
要
供
給
の
決
す
る
所
で

^

し
も
勞
働
カ

.の
價
値

i

は
一

致

せ
ず
、
又
從
づ
て
费
用
機
格 

ど-共
に
生
產
攔
格
を
合
成
す
る
平
均
利
潤
も

«

«

法
則
に
は
從
は

‘ぬ

,̂
い，ふ
こ

i

に
な
れ
ば
，

第
二
十
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四

生
逄
檟
、格
は
耀
値
法
則
で
は
、

—

少 

< 
も
«

値
法

18
丈
け
で
は

I

說
明
せ

£
れ

ぬ

ど
い
ふ 

に
な
る
々

 

.

益
に
费
用

.
«
格
は
企
業
*
の
出
赛
だ
士
い
つ

.'

た
が
，此

§
出

.#
#

の
«

銀

以

外

の

部

分

.を

驗, 

し
て
見

る

、
そ
れ
は

'
苕
に
し
て

1\
へ
政
消
耗
不
變
資
本
、稍
々
詳
し
く
い
へ
ば
、消
耗
原
料
せ 

建
物
機
械
道
具
等
の
磨
滅
價
値
ょ
ぅ
成
る
も
©
で
，

ぁ
る
が
、是
，等
の
原
料
建
物
機
械
等
が
、蹄
に 

夫
れ
く
商
品
：

.ミ
し
て
購
入
せ
ら
れ
た
も
の
で
、其
德

M
價
貉
は

_

ね
其

.の

各

，々

の

費

用

價

格

'

ク

S
平
均
利
潤

S
の
合
鮮
ょ

&

成
る
も
の
で
ぁ
る
か
ら
、斯
ぐ
し

.て、雜
用
賴
格
を
遡
つ

\

し
分
解
又

分
解
し
て
行
く
ビ
、結
厨
生
產
價
格
士
い
ぶ
も
の
は
、各
段
階
に
於
け
る
«'銀
士
利
调
ミ
の
合
計

に
外
な
ら
ぬ

こ

さ
が
明
に
な
る
ノ
拙
罾
，

「

價
値
論
ミ
耻
會
钜
靜
ニ

 

ニ
〇
#

看)

，
然
る

に
、な

產

«

格

に
含
ま
れ

て
ゐ
，
る

賃

銀

と

利

澗i

の
比
率
は
，商
品
に
曲
て
柄
じ
で
な
い
。
農
產
物
其
他
原
料

ロHP
,の
■生
產
價
格
の
如
く
、利

®

の
雲
を
含
む
こ

ビ

が
少
な
い
も
の

S
例
へ
ば
鐵
破
一
し
て
其

注
產
價
格
を
以
て
製
鐡
業
者
に
購
入
せ
ら
れ
、鐵

f

し

て

機

械

製

，造*

溝
に
購
入
せ
ら
れ
、而

し
て
機
*
ふ
し
て
何
れ
か
の
製
造
業
者
に
賣
却
せ
，

&
:れ

.て，其

'檟
格
：中
：に
、鑛
山

.業
者
、製
®
業
激 

;1
械
製
遣
業
者
の
資
本

.に
對
す
る
利
僩
の
親

.猜
を
含
む

.も
の
士

.の
>差
別
が
あ
る
の
で

.あ
る
。；

:-
:
E
M:>
g
5J
¥
l;
-:-
*y
a
l
M
J1
BJg
l
.
i
J
y
w
£
i
_g
.
lf
_
B
w
t
i
i
l
l
i
i
l
3
^

從
つ
で
，諸
商
品
の
坐
，產
價
：袼
ば
、賃

f

の
騰
落(

從
つ
，
て
利
1,
0

減
增

)

に
’
由
：て
夫
れ

-

^

遠
■
つ
た
，
 

影
響
を
受
け
る
。

.

.利
潤
' 

の
要
素
を
含
む
こ

S

少
な
-
き
生

.
扉
掴
.
格
は
、
®

銀
^

騰
貴
、利

®

率
の

Tr 

落
の
爲
め
に
騰
货
し
、利

_

を
含
む
こ

プ、し
多
き
生
產
擅
格
は
、下
落
す
る
の
：で
あ
る
。
而
か
も
こ 

れ
が
、勞
働
渚
に
對
す

.る
：需
要

ミ
.邦
供
給
ミ
の
關
係

.
の
み
か
ら
、商
品
の
横
値
に
も

.
勞
働
力

.
の

0

.
 

■値
に
U

O

全
く
變

TO

な
き
に
拘
ら
ず
、起

K
y
得
る
_
の
で
あ
る
。

五
へ
：

以
上
は

「

假
ぅ
に
猶
値
總
额
は
價
値
法
則
に
依
て
決
足
さ
れ
る
も

0
 

,、」

し
て

」

の
_

論
で
あ

‘
る。
 

併
し
檟
値
總
额
は

*

し
て
價
値

.
法
則
に
依
，て
双

®

せ
：ら
れ
る
か

。
.

，' 

•

マ
,
ク
ス
は
，

.一
商
品
の
價
値

«
其
生
產

.の
'爲
め
社
會

」

的
に
必
喪
な
る
勞
働
時
間

.が
之
を
.決 

矩
す
る
ど
い
ふ
。
併
し
此
の
必
恶
勞
働
缉
は
、來
し
て

^

寧
行
释
±
技
術
的
に
必
耍
な
勞
働
最 

を
.意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か

V

い
ふ
に
、マ
へ
ク
ス
は

'大

fi
に
.於
て
さ
ぅ
說
い
て

居
..

る
:̂ 

併
し
こ
れ
は

.價
値
に
對
す
る
普
通

.«
念
に
抵
觸
す
る
嫌
が
あ
る

:0j,

物
の
價
疏

' 
S

い
ふ
：時
に 

は
•吾
々
は
、必
ず
典
物
の

®

々
の
幸
觸
に
對
す
る

B
e
d
e
l
n
g

を

^

ひ

#

ベ
る
プ
«
値
の
大
小
ミ 

は、此

td
p
a
n
u
t
u
D
g

の
輕
重
に
外
な
，ら
ざ
る
も
の

.
で
あ
る
。

其
得
喪
の
，吾
々

0
幸

福
*.
(
:
多

大

の

影

笫1
1

十

卷

(

ニ

八

弓「

摄
諭
の
似
値」 
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ニ
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■あ
.
る

も

の

ざ
^
.ら
.さ

る

あ

の
.ど

を

同

_
一

 

の
.«'
値
7あ
p 
Lo 

i

ふ」

.こ
，、J:は
t

通
.觀

^'
を

以

て

す 

れ
ば
、I

の
.形
容
矛
盾
：で

ぁ

る

。

然
し

^

產
行

®
上
に
費

.

さ
..

る
、
勞
働
量
が
價
値
を
決
定
す
る 

も
の
士
す
る
時
は
、そ
れ
に
對
す
る
需
婴
の
强
翁
に
論
な
ぐ
、其

生
：，

產
：に
同

1

勞
働
量

^

0

0
ビ 

す
る
諸
商
品
は
傅
な
同
價
値
な
り

i
し
.又

|

商
品
：は
其
生

.®
に
費

-?
:
る
：、

.勞働*の
不
な 

る
限
り
、其
生
産
額
の
幾
許

な

る
か
を
問
は
ず
し
で
、常
に
同
價
値
な

&

ヾ」

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

C 

マ
ル
タ
ス
も
此
點
に
關
し
て
は
、不
安
な
き
を
得
な
い
？

そ
こ
で
彼
れ
は
、例

.外
的
に
で
は
あ
.る 

が
、彼
れ
の
所
謂
祉
會
必
要
勞
働
時
間
と
は
へ
商
品
に
對
す
る
需
要
：を
顧

®

し
て
の

「

必
要

J

時
間
を 

意
味
す
る
の
だ

く
し

言
は
ぅ
ど
し
た
、
例
へ
ば

「

市
場
の
胃
鑛

•か、

亜
麻
布
の
全
最
を
一
ャ
ァ
ド
ニ 

志
の
正
常
價
格
で
吸
收
す
る
こ

ゴ

が
出
來
な
け
れ
ば
、を
れ
は
全
社
#
的
勞
働
時
間
の

中

、麻
織 

.業
の
形
で

?

れ
た
部
分
が
大
き
過
ぎ
た
こ

€
示
し
て
ゐ
る
も
の
で
、各
個
の
麻
織
ぅ
が
興
の 

各

岛

の

，生

產

物

に

對

し.て
祉
會
的
に
必

.要
な
る
程
度
以
上

.の
勞
働
時
間
を

.投
じ
た
の
く
結

® 

は
同

j

で
あ

る」
V」

い
ふ
の

^
c

p

^

p-volksausgabe. 6
7
-
8
)

.f

れ
で
あ

る
。

‘
併
し
横
値
を
斯
ぐ
、需
要
を

0

0

し
て
始
め
て
決

0

せ
ら
る
ゝ
も
の

S
ず

れ
ば
、價
俥

i 
0

袼
. 

.
1し
の
關
係
は
•マ 

> 
ク
ス
自
分
が
說

< 
所

-

全̂
然

S

き
を
與
に
す
る
も
の

V」

な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
、

右

0

例

に

於

：
て
，
，

®

麻
布
は
、生
產
行
程
上
そ
れ
に
..#さ

'
れ
.
た
.勞
働
晕
か
ら
ぃ
へ
ば
、當
さ 

に
一
ャ
ァ
ド
ニ
志
の
檟
他
め
る
べ
き
赞
な

4

に、蓝
麻

^

の
.
座
產
全

_

,

^
霞
興 

な
る
爲
め
二
ャ
ァ
ド
一

1

志
Q

JE

常
调
格

.
で
は
，
®

收
せ
ら
れ
ぬ
故
二
ャ

' 

'卩

ド

の
5S

麻
布
に
は
一
一 

志
丈
け
の
®
値
は
な
い

w

い
ふ
こ
€
に
な
れ
ば
、商
品
は
、結
局

3£

痛
袼

」

丈
.
け(

の
價
.値
，し

か

な

い 

ふ

い

ふ
事
に
な
る
だ
ら
う
。
價

.格
が
價
値
に
支
配
ー
さ
れ
/る
の

.で
'な

ぐ

て

、價
：値̂
:

檟
«

に

^

醉 

.さ

れ

る

こ
，じ
に
な
る
の
で
あ
る

o 

r

價
植
論
の

®

値」

は
殆
ふ
、」

皆
無
に
歸
す
る
で
あ
ら
う
。

そ
こ
で

「

必
要」

勞
働
時
間
は
、生

it

行
程
上
に
於
て
決
定
さ

^

る
も
の

V」

解
釋
す
る

 

'
何
う
な 

る
か
。
需
要
供
給
の

«

係
上
、商
品
が

自
由

に
典
崔
値

'
か.ら
上

T
ほ

*
:れ
.
た：
®

格
、で

賣

f

'
れ 

る
こ

-

A
J

は
、マ
ダ
ク
ス
の
充
分
認
め
て
ゐ
る
所
で
あ

▲

拙
.戰
四
：度

.び

.勞
«:.«用
ど
平
均
利
、潤

'

i 

の
間
題
を
論
ず

1-
^
改、
^
第
七
卷
第
十

一

.跳
七

H

M-
以
下

#

i

併

し

、
莽

し

」

斯〜

し

，
て成
立

し

た 

價
格
に

^

て
資
本
家
が
高
低
一

な

ら
ぬ
利
潤
：を
收

#

す

：る
場
ン#

に
；战

資

：
本

は

利_

の
低

.い靡
：. 

架
部
門
か
ら
其
の
高
い
部
円
へ
移
.動
す

る
か
ら

^

典
均
衡
の
：：狀
輝

.に，
於
ヾ
て
一は
，諸
_商

品
.：は
"
生
；；
« 

檟 

>
格
、即
ち

«

规
偾
袼

y

レ
資
本
に

對
す

る
.
普
難
利
：鸦
占
の

"
和
.
を
以
：て
寶

」

買
'
さ
：‘'れ
：る
？

あ
.る

。
 

即
ち

長
時
間
を

'取
つ
：て
.風
れ
ば
、
«

格
は
成
程
顧
：
.値
：か

&

は
.離

^
^
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資 . 餘 消
商 © 商 : 利 價

本

剩

價

値

へ レ

不
變
資
本

品

價

値

用

價

格

tin

價

格

潤

率

値
價
格
蕹

1 <S0c +  20v 20 00 90 10 92 2 2 ^ +  2
II 70c 十 30v 30 51 111 81 103 •22% — 8
UI60c +  40v 40 51 131 91 113 他0/o - 18
lV 8 5 c+ 1 5 v 15 40 70 55 77 22% +• 7
V ，95c 十 5v

— 5 10
20 . 15 37 m /o + 17

'第

二

十

卷
.

(

二
八
六.
V
I惙
値
論
の
馎
値

」 

”第

三

虢

.ー，八 

で
な
く
て
、そ
の

.離
：れ
方
に
一
定
の
，規
則
が
あ
る

.ミ
い
ふ
こ
ど
が
出
：來

.る
、。
：
併

し

、
こ

れ

‘は

資

本 

.が
'
'利
潤
の
低
い

‘處
，か
ら

•そ
の
高
い
處
へ
流

'動
す
る
ど
へ
い

」

ふ
事
が
：あ
つ
，て
“

て
言
は
れ
得
る 

「

價
値
阓
洛
蕹

i 

2 

8 

 ̂

7
17
1 

—
で
•邶
の
流
動

‘
0

«斷
せ「

ら
.れ

T
ゐ
.る
處
、或

；は

其

流

，

動
：，

の 

.1 

印
' 

 ̂
率 

I.

"/
、
9̂
.
^
.
.
^
.
^
:
^
.

は
^
: 

'
る
»
:扩
.
.即
も
萍

.潤
，.率 

'の’
.平
：均
"の
.
«
.い
.處
.で
：
'«
.
«
.
.
.

格
. 

一' 

|
.
商

1"
價

省

f
f
~3'
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總
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成
立
す

る
士
い

.ふ
事
が
出
來
る
。

‘(

此
場
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も
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杨
剩
價
値
の
總
和
が
各
資
本
に
分
配
さ
れ
る
マ

」

說
ぐ
の
が
誤
ぅ
で
あ
る
こ
は
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揭

「

改
造
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載
論
文
中
に
說
明
し
た
通
り
で
あ
る
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此
處
で
は
、餘
剩
價
値
總
額
を
決
定
し
、從
つ
て
利
澗
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額
を
決
足
す
る
商
品
顧
姐
總

額

は
、
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要
勞
働

量

に
由
て
決
定
さ
れ
る
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言
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つ
て
好
い

o

併
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凡
べ
て
假
定
の
上
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あ
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。
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す
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け
れ
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程
式
：
も

無
論
.成
立
し
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あ
る
。

然
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ば
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假
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し
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狗
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定
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。
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定
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つ
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設
け
る
こ
士
も
亦
た
同

Z
機
に
差
支

.
な
い
と
士
を
記
'憶
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澗
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れ

る
も
の

y
j

假
定
す
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又
^

以
下
に
賣

.
貢
さ
れ
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け
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れ
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得
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又
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れ
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、

«:
し
其

«
 

袼
ど
生
產
出
费

i

の
差
额
の

’投
下
資
本
類
に
對
す
る
比
例
が
不
均
十
な
ら
ば
•資
本
的
企
業
家 

は
必

す

を
の

.不
利
な
る
方
面
か
ら
存
利
及
る
方

0

P

移
動
す
厶

も

の
€
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら

热
-
十
卷

0

.

.A

九〕

’

「

*

値論
.の«値し
 

■第11.

晃

ニ

..
一



第
二
十
卷

C
U

九
0)

「

價
値
論
の
'值
値

」

 

第

三

號

ニ

. 二

ぬ
.か
6
、斯
る
價

.格
'は
，
ブ
旦
成
立
し
て
冬
、

_

續

«

楚
持

^

«
。
_
持
續
的
價
格
：は
、右
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述

'

9

如
ぐ
、結
周
利

«

S
賃
0 

i
に
歸
着

.す
る

)

.0
而
し
て
持
續
的
调
格
の
耍
素
を
な
す
も
の
は
、
 

實
に
此
の
貨
銀
額
で
あ
つ
て
、

*

さ
れ
た
勞
働
量
其
者
，で

.は：な

ぃ
。

勞

#

量
は
、た
そ
れ
が

«
♦ 

銀
額
に

‘反
映
す
る
限
ぅ
に
於
て

0

み、價
袼
舡

_

影
響
す
る

.0
支
出
賃
，銀
：顧

に

變

動

が

-*
れ
ば
、投 

下
勞
働
量
其
渚
に

.

.は
何
等
の
增

.減
が
な
ぐ

:T
名
、生

產

出

農

は

僧

.«
し
、從
つ
て
價
格
は
影
響
を 

藥
り
、賃
銀
額
に
無

動
：：

碑
な
け
れ
ば
，勞
働
量
.が
增
減
し
て

 

'
谓
袼
は
何
等
の
影
響
を
蒙
ら
ぬ
の 

で
あ
る
。：

.故

に

生

，座
；.物

の

價

格

を

支

配

す
る

.

マ
要
素
は
、賃
銀
、即
ち
勞
働
カ
ふ
い

.ふ
•'特
殊
商
品

の
ぎ
格
で

.あ
る

.,
0

勞
働
量
の

消

減
其
審
は

•そ
の
生
產
出
費
に
影
響
.せ
ぬ
限
办
、企
業
家
の
意
，に
 

介
す
る
所
で
な
い

。
. 

，

.

.

.

.マ
ル

,

ス
の

®

姐

論

餘

剩

價

値

論

.の
批
評
を
試
み
て
ゐ
：る
价
太
利
の
趾

會
茁
義

者

グ

-

V
チ

ャ

デ

ィ

は

、殊

.•に

'此

；
點

を

カ

說

「

し

'
.て

“居

.'
]

る

。

其

言

に0」

ズ

(
A
n
t
o
n
i
o
.

 

GrazTadei,:'preIS. e
n
d

 

Me-hrp.re
-兔

 

in 

d
e
r

 

Icapftallstischs 

w
i
r
t
s
o
h
a
f
t

 

(
K
r
i
t
i
k

 

c'i
v
r M

?
t
r
x
s
c
h
e
n

 

w

rtirttheorre;)

:td
e
r
l
i
n

 .1923:. 

S

 

‘ 10
5
,

 

1
0
6
, I

〇
7
)

「

勞
働
者
の
勞
働
は
、

之

」

を
行

.ふ
も
：の

v

( H
X
、，
A

ギ
ィ

#

#

?

い
ふ
轉
铸

0

形
で
.
な，ぐ

「

て
，
 

企
業
家
に
要
求
せ
ら
へ
る
、
質
銀

ビ

い
ふ
、間

®

の
形
で

•

產
费
中
に
姿
を
璁
す
。
.
勞

働
が
勞
働 

者
を
.
'
-し
‘
て
.
.
«
'さ
.，.し
；む

.
る■所
の
も
の
で
は
な
ぐ
て
そ

.
の
土
.
業
家
1
を
.
し
て
费
さ
し
む
る

.
所
の
も
の

. 

が
、益

.で
は
.
意
義
を

#

す
，る

0

:
で

.
ぁ
ー
る
'0
ン•：：

資(

本

.主
_

經。濟

に
於
'
い「

そ
'
.生：產

«

の
尺

度

に
對 

す

る

：紙.會

的
®

準

た
，
り#
'
る
：
も.
の

：
は

、
企

：

'業

家

め
1

,囊

运

み
，1?
:
ぁ
.
：
る

系

：
4

彼

：
れ.
が己

：：

れ
に
：辉 

賜

：せ
；
る
も
の
、：、

勞

働

：に

關

'
し

て

、
た
>

彼

れ

のi 

認
.
め

蘇

；
載

，
し

、
测

：
度

す

る

こ

：
芬

：
は

；
當

：

.然

：
で.
ぁ
.

4
了

杏
*

に
，；

在

る

も
.：
の
.
、

煩
.勞

多

き
.
勞
働
を
ヾ
感’
.知
.
せ

ネ

、.又

甚
'爲
め
！：に

蹲

填

す

冷.こ
ッ
名
：が
：.«
,
い
4

。
假

令
^
 

の

煩

勞

；を

測

定.じ

得
.
た
-
ビ

し
^

も
、彼

れ

：は.之
.を
'挪

定

；
せ
：
.：ん
-
士

す

る

織

：隹

备1

#

 S

 

'で
.
余
;£
>
.ぅ
.
0 

?

れ
；は
勞
働
な
る
商
：
品

：
，に
*

し
て
、爾

余

1
:

切
.の
商
品
：̂
#

:
す
：る
‘
务
同
_

の

：
傯

猶

刹

斷

，.：
を

適

機

 

す
る
一
。
.

即
X

_

れ
は
‘
も

れ
.が
'

«

れ

に
'#

ら
；す

致

：；用
，
ぞ
、老

勤

。
彼
：，

^

し
資
M

'

さ
し
：む
る
費
：用
ミ 

を
，比
：̂

ず
る
.：の
：で
ぁ
る
。

‘
此
0

斯
'
ぐ
顧
人
化
せ
：$
秒

笫11

十

卷

(| 1九
， 1. 3

:
「

猶
値
論
や
猶
姻-1
:

.

:

s

H

f
 

ニ
浮
：



.

i

i

 

2
九
5

嬝
ぬ
：植
値
し 

、：笫
§

 

一
 I.

四

は
：.ぬ
：仗

な

&

冷

檟

，格
、即

ち

：彼

科
 

企

業

：家

が

：勞

：働

者 

の
勞
働
に
支
#

ふ

痕

芩

|

れ
が
資
本
主
，_

經
»

:
に
：於

：て
、即.ち
賃
鐵
勞
參
の
上
に
建
設
へ
せ
&

る 

\ 

_

濟

(:
於

:て
客
値
に
 

算

上

0

1 

®
 

4
V
S 

 ̂

る
。

t

働
. 

が

：
勞

働

者

，
に

'
,取
つ
.
て
の
一
努
力
を
嫌
味
す
る

に
：：

鱗
ぎ
：ぬ
限
k

そ
れ
は
、奪
本
主
義
的
帳
簿
'の
天 

上

界

に

於

て

べ

き

.：何
：等

の

可

能®
.

#
有
%

ぬ
。

其

處

，セ
#

敬
：をg

せ
ん
が
爲
め
こ 

は
^

働
は

そ
：の
If

'i

0『

體
裁
.
あ
る
M

衣

服

を

着

け

检

け

；
れ

：
ば

な

「

らヾ

ぬ
。

そ
れ
：
は
：
企

業

，家.
に
.
^

用 

を
f

し
め
な
.
農

ば
：，

な
ら
な
い
0

:
で
あ
る
。

.转
し
‘

企
_

_

翼

修

者

：の
_勞
働
カ：

を
全
'.然 

無
償
に
支
&

す
ハ
る
こ
i

#

た
な
：ら
.
ば
、此
勞
»

は
：生
_

費

合

：
成

：
一
要
：
素

.の

中

；
に
.最

：！ 3：

十

姿

を

：
現3 

:

中
、又
'從

つ

て

鹜

本

主

ー

義

櫸

濟

に

.
取

つ

て

最

早
®

^

Q
.

費

用

：を.
な
.
さ
.ぬ

：：

で
，あ

、.ら

ぅ…

、
•
.

」

ビ
。
へ 

jE

に

興

®

り
で
あ
る
：。
 

.

:

八
- 

. 

..

S

に

問
®

ど

な

る

の

は

、
正
；

常
：：

的

或

は

持

續

的

價

；格

ゅ

企

：業

家
0

生
：，產
：
.出
#
士
 

Q

間
に
、何
故

に
m

 

i

な
る

'べ
き
差

'辨
'
.が
.
生
ず
る
か
で
あ
る
。
何
故
に
：蓝

.
常
€

格
は
*
貨
銀
の
合

#

翻
’
ど
は

.

1

致
せ
ぬ

.

.力1̂
1 

U 故 

V1:
愈

#

..
に
由
へ

t
蹲

；̂

' ガベ
^21̂

:«
■
■合
-計
額

.
4
V
* 

.

引
‘；-̂
.

: 

. 4
b
il
; 
る
.マ

」

.い
' ふ
：r事
''.が
、起
：.

m

ら
'な
い
か
、で
あ
る
。

'
-.マル
ク

'■
ス
，の
感
働
禪
膝
、法
則
に

1:

つ
て
此
間
題
を

.解
決
.し
よ
ぅ
さ
し
ね 

試
み
が
成
功
し
得
な
い

i

ぼ
、上
述
の
通

K

y
で
あ

4.

。
.

さ
ぅ
す
る

^

其
以
外
に
.は
猶
ほ
如
何
な 

る
解
決
方
法
が
殘
っ
で
ゐ
る
か
。一：

r

商
品

0

正
常
檟
袼

i
賃
銀
合
計
額

V」

が
何
故

I

致
し
な 

い
か

^

い
ふ
こ

ビ

は
、結
局
树
故
兩
者
の
ー
致
す
る
所
あ
で
、該
商
品
の
供
給
於
增
加
せ
ぬ
か
、、

」 

い
ふ

こ
d

に
歸

^
す
る
6

こ
れ
は
資
本
家

■

鋏
が
獨
占
的
地
位
を
占
め
て
思
る
か

6

で
あ
る 

か、成
は
勞
働
.占
ぃ
ふ
費
用
に
對
し
て
賃
銀

^

興
報
酬
を
な
す
思
同

#
:に
、利 

に
對
す
る
報
酬
を
な
す
も
の
で
あ
る
か

。
' 

こ
れ
は
別
の
，機
會
に
幹
論
也
ん 

而
し
て

此
問
題

の
解
決

.

を
俟
っ
て

©•
格
論
は

始

め
で
兒
き
。

V
J

を
得
る
の

潤
も
亦
た
或

#

用 

•VJ:

す
る
所
で

.あ

.
る
' 

Z:
'

あ
る
。

.第
二
十
卷

2

九
暮

第三：號

S


